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ニューゲート監獄教議師の出版事情

南井正慶

1 rニューゲート・カレンダーjの情報源

「ニユ}ゲート・カレンダーJ(N ewgate Calendar)は， 17世紀後半以

降の犯罪者の経歴や所業を実録的に記したものとして名高い.しかしながら，

「ニューゲート・カレンダー」というタイトルを持つ書物の初版は 1773年に

刊行(出版人は J.Cooke) された 5巻本であり，この本以前にも類書があ

ったことや，この版の刊行以後，編者や内容を少しずつ変えて，今日に至っ

ていることは，あまり知られてない.日本では， 1926年に私家版として刊

f子された TheComplete Newg，αte Cαlend，αr (J. L. RaynerとG.T. Crook 

が編者， 1983年に京都の臨川書庖から復刻)がよく知られているが，この

本がそれ以前のこの種の本を集大成したものであることは，タイトルページ

に列挙された先行書名-Charles JohnsonのGeneralHistory of the Lives 

αnd Adventures of the Most F，αmous Highwα，ymen (1734)， Alexander 

SmithのCompleatHistory of the Livesαnd Robberies of the Most 

Notorious Highwαymen (I 719)， Tyburn Chronicle (I768) ， The 

Malefactor's Register (1796)， George BOI・rowのCelebratedTriαls (1825)， 

Andrew KnappとWilliamBaldwinが編集した TheNewgαte Cαlendαr 

(1826)， Camden PelhamのChroniclesof Crime (1841)ーからも窺い知る

ことができる.おそらく，編者たち IはAlexanderSmith以降の類書を比

較検討し，最も妥当と判断される記述を厳選して，自らの決定版を作り上げ

たのであろう.
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要するに， rニユ}ゲ)ト・カレンダー」というタイトルを有する祖型と
でも言うべき単独の書物など存在しないのだ. 1773年の初版でさえ，それ

以前に出版された，パンフレット類，チャップブック，犯罪者列伝等を取り

込み，盗用して 5巻本にまで、膨れ上がったものであろう.したがって，小

説家が人物造形や社会背景のソースとして， rニユ}ゲート・カレンダー」
を参考にしている場合でも，その時々に入手可能であった版が， rニューゲ
}ト・カレンダーjという名称で呼ばれていたのであって， rニューゲ}
ト・カレンダーJという全く同ーの書物が版を重ねて，流通していたのでは

ない.例えば， William GodwinがCalebWilliams (1794)を書く際に利

用したのは， 1768年の TyburnChronicleか1773年のNeωgαteCαlendar 

であろうし， William Harrison AinsworthやCharlesDickens，そして

Wi1liam Makepeace Thackerayといった作家たちが参照したのは， George 

Theodore WilkinsonのTheNewgαte Cαlendαr Improved (1820)，かまた

は， Knapp and BaldwinのCriminalChronology; or， the New Neωgαte 

Cαlendαr (1809) 2，あるいは，ひょっとすれば，少し古い William

JacksonのTneNewαnd Complete Newgαte Cαlendar (1794)であったと

推察される.いずれにせよ，今日，我々が18世紀の犯罪者に関する情報を

手っ取り早く入手したいとき，必ず「ニューゲート・カレンダー」を繕くこ

とになるのであるが，その際には，編集者や版の違いによって，内容が少し

ずつ異なっている可能性が高いことに留意すべきであろう.

この「ニユ}ゲ}ト・カレンダー」類とでも呼ぶべき読み物を作成するに

当たって，編者たちが利用した情報源としては， 16世紀のニュース・パラ

ッド， 17世紀頃から盛んに出版された犯罪者に関する，ブロード・サイド，

パンフレット，および，チヤツプブックなどを挙げることができる.が，イ

ギリス版犯科帳とでも言うべき「ニューゲート・カレンダー」に多量の情報

を定期的に提供し続けた情報源として最も有力なものは，次の2系統であろ

う. 1つは，“Proceedings"とか“SessionsPapers"という名で知られてい
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で行われた裁判の記録集であた， Old Bailey (ロンドンの中央刑事裁判所)

もう lつは当時重罪犯が収容されていたニューゲー ト監獄の教務師り，

この報告書は，教務師(the Ordinary ofNewgate)による報告書であろう.

普が処刑直前の犯罪者から直接聞き出した話を，パンフレットに仕立てて，

The Ordinαry of Newgαte， his 

Account of the Behαviour， Confession，αnd Dying Words of the 

Malefactors， Who were executed αt Tyburn (以後，Accountと表記する)

と呼ばれていた.

通は処刑の翌朝8時に売り出したもので，
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この小論では，主として速記者によって原稿が作成され，準公文書的な性

格を帯び，後には， li法律関係の典拠」になってしまった“SessionsPapers" 

の方ではなく，ニューゲート監獄の教義師，死刑囚，出版者という三者が，

読者をも巻き込んで，複雑な思惑を絡み合わせる中で出版され続けた

Accountの制作・出版事情を概観することによって，これを主な情報源とし

ている「ニューゲート・カレンダ-Jの信溝、性を検証してみたい.

Eニューゲート監獄の教語師

ニューゲート監獄の教議師とは，当時重罪犯が収容されていたニューゲー

ト監獄の礼拝堂付牧師のことで，ロンドン市の長老参事会が，国教会所属の

牧師の中から任命した.特に任期はなく，一旦奉職すると，過失のない限り

在職することができた3在職期間の長短はあるが， 18世紀には 11名が在職

した 4彼らの職務は，祈祷，説教，接見を通して，囚人，特に死刑囚を悔い

改めさせ，心安らかに最期の時が迎えられるようにしてやることであった.

教務師の年棒は 35ポンドであったが，例えば，在職期聞が20年に及んだ

Paul Lorrainは，死亡時に 5，000ポンドも残していたらしい.Lorrainがこ

のような大金を貯めこむことができたのは，かなりの収入を長期間にわたっ

て得る副業があったからだ.

17世紀後半(おそらくは，ロンドン市長老参事会が犯罪者の演説を検閲す

るように市長補佐に命じた 1684年より以前)から，タイパーン刑場で処刑さ

れる犯罪者の最期の振舞いや死に際の言葉が， I教議師による報告J(Account) 

として，パンフレット形式(当初はブロードサイド形式)で刊行されており，

Sessions p，α'Persと共によく売れていたようである.そして，処刑直前の囚人

を教化・善導するという名目で，直接死刑囚に語りかけることのできたニュ

ーゲート監獄の教諺師が，Accountを作成する際の，最高の取材者たりえたこ
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とは言うまでもない.一説によると，この有利な立場を利用して，出版社から

毎号25ポンドもせしめていたようだ.通常Accountは年に4固から 6回刊行

されていたから，この説に従って教講師の報酬を 25ポンドと仮定すると，長

期間教務師の任に就いてさえすれば，無理なく大金が稼ぎ出せたはずで、ある.

Lorrainは，さして理由もないのに出版社を 5度も変え，ライバル紙を出

し抜くためにAccountの発行時刻の繰上げを図ったり.I偽物が出回ってい

るので用心するようにJ(Faller， Turned to Account， 198)という警告を再

三Accountに掲載させたりしていた.また， James Guthrieは， I出版者

John Applebeeが美辞を連ねた，もっともらしい口実を並べ立てたせいで，

(各号毎ではなく)割安な年間契約を飲まされてしまったJと，不満を述べ

ている(“Humblecomplaint of James Guthrie"， 19 February， 1744).いく

ら金銭的な動機はないと弁明しでも，これらの教誇師の行動や言動の根に，

金銭以外のものへの執着があるとは思えない.

しかし，いくら死刑囚から直接取材できる有利な立場にあっても，読者の

好奇心をそそるような告白ーあるいは，共犯者に関する情報を引き出すとい

った社会に有益な告白，受刑者を悔い改めさせ，信仰心を目覚めさせるとい

う宗教教化の観点からみて有益な告白ーを引き出さない限り ，Accountは売

り物にならない.となると，死刑囚に何もかも洗いざらい告白させる事がで

きるかどうかが生命線となる.一方，死刑囚の方も，教務師は他人の不幸を

出版して利益を得ていることは重々承知しているから，有罪判決を受けた罪

は認めても，共犯者に関する情報や余罪について軽々しく口を割るような愚

行を繰り返すとは思えない.

教誇師側も，通り一遍の教務では受刑者の全面白白を勝ち取ることなどで

きないことは百も承知で，目的達成のためには手段を選ばなくなり，受刑者

の弱みに付け込み，脅しをかけることによって，告白を強要した.刑の執行
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延期や大赦をちらつかせて，賄賂をせしめて，解職の憂き目に遭った John

Allenほど悪徳でないにしても，告白することを条件にサクラメントを与え

るという方針 (Nosacrament and no confession)を貫き通す教諺師もいた

し看守に夜中独居房のドアをたたかせて，受刑者を眠らせないという戦術

によって，告白を勝ち取った教議師もいた.また， Matthias Brinsdenとい

う囚人が監獄で病気にかかり，人事不省に陥っている際に， r告白の面で協
力しない限り静かに寝かせてやらないJ(Select Trialsラ 1，254) という条件

を突きつけて，告発された ThomasPurneyのような教議師もいた.先述し

たLorrainにも，自分の記事作成に都合の良い告白をさせようと躍起にな

っている事例がある.彼はスリで処刑される予定の若者と面談した際に，

「若者が安息日破りや姦淫，飲酒の罪を犯してないか」と何度も確かめ，若

者が「そういう罪は一切犯してないJと言明すると， rこれら 3つのうちの
どれかを犯してないといけないんだ.よく思い出してみろ.記憶する器官を

総動員せよ.さもないと，報告書で君に関して何を書いたらいいかわからな

くなってしまうじゃないか.そんなことになったら，君のような頑固な悪党

が『教語師による報告』の売れ行きを台無しにすることになるのだjとさえ

言い切っている (Linebaugh，258) . 

このような観点から考えると， Daniel Defoeが小説MollFlanders 

(1721)の中で描いている次の 2つの教務師像は，当時の教語師の実像を見

事に活写していると言えよう.

ニューゲートの教務師がやってきて，彼なりに少し話をしましたが，彼

のお説教は，彼の言葉によれば，自分の罪を機悔すること(もっとも彼

は何の罪で私が入っているのか知りません)，何もかもすっかり告白す

ること，というようなことばかりで，そうしなけれは神は決してお許し
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にならないだろう，というのでした.それにその人が朝私に罪の告白や

悔い改めを説きながら，お昼にはブランデーやお酒を飲んで、酔っ払って

いるのを見たのです.これには何とも言えぬほどいやらしい感じがし，

私はこの人の仕事より人間そのものが嫌になり，また，その人柄のお陰

で彼の仕事までだんだん嫌うようになりました.それで私が彼にこれ以

上私をかまわないでほしいと頼みました， (217)

教誇師の仕事は，利己的な目的のため，つまり他の罪人を探り出すため

に，囚人に告白を勧めることだが… (225-226)

Henry FieldingのJonathαnWild (1743)において， Wi1dを善導しようと

して無能ぶりを発揮している教義師像も，正鵠を得ているようだ.教講師が

このような体たらくであったからこそ， William Hogarthは連作版画

Industry αnd Idleness (1747)第 11図で，本来なら刑場まで死刑囚に付き

従い，処刑という儀式で中心的な役割を果たすはずである教務師を，構図上

の中心を占めているものの，存在としては小さく，処刑台近くに止められた

馬車の窓から所在なさそうにこちらを向いている人物として描いたのであろ

う.一方，教龍師の前方，中央最前列で大きな存在を示しているのは，むし

ろAccountを売り歩いている子連れの女の方である.巷に出回っている

Accountの背後には，死刑囚をネタにして金儲けをたくらむ教務師が存在す

るという構図が，ここに見事に作り出されている.この図に描かれた聖職者

で，教諺師よりもはるかに大きな存在を示しているのは，死刑囚に同行して

最後までWesleyの説教集を熱心に読み聞かせているメソジスト派の聖戦者

である， George WhitefieldやJohnWesleyが率いていたメソジスト派がニ

ューゲート監獄で急速に支持を得ていったことも，国教会派の教詩師の堕落

とリンクしているのだ.
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m Accountの内容

次に，Accountの現物を検討してみよう.筆者の手元には， 1739年7月

3日に JohnApplebeeによって発行 e 販売されたAccountがある本文の

最後の末尾(“Appendix"の手前)にニューゲートの教誇師JamesGuthrie 

の名が記されている. 18世紀英国における「犯罪者の伝記Jの販売や流通

について研究している， Michael Harrisによると， 1730年代はAccountの

需要が増大し始め，贋の告白記事も多数出回り始めた (20).また，この時

期は， 25年の長きにわたって，この種の出版物を手がけてきた Applebee

の全盛期にも当たり ，Accountの中味に商業主義が入り込むようになって，

旧来の宗教・道徳の教化を図るという目的が揺らぎ出した時期にも相当する

ので， 1739年刊行のAccountの内容を検討することは，執筆者である教講

師，教誇師の取材を受ける死刑囚，Accountを売ろうとする出版者，および

この種の出版物を享受する読者の複雑に絡み合った関係を考える上でも，有

意義なことであろう.

この時期のAccountは 6部構成になっている.冒頭で，ロンドン市長，

裁判官，治安判事の名前や裁判の日付，死刑判決を受けた罪人の名前が紹介

されている(1).引き続いて，聖書からの引用をふんだんに盛り込んだキ

リスト教教化のセクションが始まる(1司6).r詩篇」第39章5節によって
「人の空しさ」を説くことから始めて， rヨハネの黙示録」第 14章第 13節や
「コリントの信徒への手紙2Jの第 1章第 12節に基づいて， r主に結ぼれて
死ぬ人は，主と敵対して死んで、いく人と違って，死を恐れることはない」と

説明される.次に， r出エジプト記」第34章第5，6， 7節が持ち出されて，
「神は憐れみ深く恵、みに富み，忍耐強く，慈しみと誠に富んでいるので，救

いがまもなく現れるJと続いていく.死刑判決を受けた JamesCaldclough 

が犯した強盗および殺人罪(未遂だったのだが)の重さが，述べられるのは

そのあとのことで，その際には， r創世記」第 9章第 5節 Csic第6節〕一
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「人の血を流す者は人によって自分の血を流される.人は神にかたどって造

られたからだ」ーが援用されて，政府が極刑を申し渡すことが正当化されて

いるさらに， Iコリントの信徒への手紙 1J第 11章第 28節を引用して，

「サクラメントによって神との契約を今この時に，更新するようにJという

主旨のことが述べられる.このセクションの最後の所で，教議師による(以

上のような)説教がなされたときの，受刑者たちの様子が語られている.

Caldcloughと共に死刑判決を受けた受刑者たちは熱心にチャペルへ出向き，

説教を聞き，祈りを捧げたが， Caldcloughだけは，ず、っと病気で独居房に

こもりきりであった.にもかかわらず，教講師の訪問を受けた際には，自分

の罪を認め，悔い改めていたと報告されている.

第 3のセクションは Caldcloughに関する伝記的事実が掲載されている

(6-7).年齢，出生地，両親の性格，学歴，職歴といった情報が並んだ後に，

悪の道に入ったきっかけや妻のこと，宗教心の有無が紹介されている.面会

した際の教務師の熱心な説教により，彼は罪を認め悔い改めたが，もっと詳

細な告白をすることに関しては，教議師が熱心に求めたにもかかわらず¥

「自分の罪は神に告白した」と言って拒み続けたと，報告されている.

第 4のセクションでは，タイパーンでの処刑の様子が述べられ，

Caldcloughが「若者たちが自分の例を教訓lにして，自分が身を滅ぼしたよ

うな悪の道に入ることがないように願う.悪の道を断ち切らないと，必ず自

分と同じ破滅的な不幸な状況に立ち至るJ(10) という言葉を残して，死ん

でいったことが記されている.

第5のセクションは，“Appendix"と名付けられてはいるが，総頁数20頁

の冊子の 8頁半を占め (11-19)，Linebaughの言葉を借りれば， I雑多だが

内容豊かなセクションJ(248)である.ニューゲートで病気になる前に，

Caldclough本人から聞き出した話という触れ込みで，彼が追剥ぎ仲間と知

り合った経緯から始まって，その強盗団の盗みの手口やら，犯行場所やら，

戦利品の数々が，ほぽ4頁にわたって詳しく説明されている.その後，少し



ニューゲート監獄教務師の出版事情 37 

唐突に， Caldcloughが処刑される原因となった2件の強盗事件(殺人未遂

事件も含んだ)の経緯が詳細に語られる.“Postscript"では， I悪い仲間と

の交際や彼らが出入りする場所を避け，自分と同じような末路をたどること

がないように」と若者たちに警告し， I自分はこの命でもって被害者に対す

る償いをする」という優等生的発言まで飛び出している.この“Postscript"

の後には， Caldcloughが書いたとされる 3通の手紙(父宛て，妻宛て，恋

人宛て)までが添えられている.教務師が熱心に求めたにもかかわらず，

Caldcloughが拒みつづけた詳細な告白の全貌，あるいは，それ以上の内容

が，ここに記されているのである.おそらく，読者が最も読みたい，知りた

いと思っていた，犯罪の実録や人間のドラマのようなものは，本編ではなく，

このセクションに記されているのだ¥

第6のセクションは，広告で， 1720年から 1739年までの Sessions

Pα:persとAccountを収録したSelectTrialsという本の宣伝に半頁が当てら

れている.この本の出版。販売元がApplebeeであったのは言うまでもな

しミ.

N “Appendix"の信想性

教務師の名前が記された第4セクションより前の部分が，Accountの本編

と呼べるであろう.この本編は，教議師自身の名前で出版するのだから，罪

人から告白を引き出す手段や，内容の真実性に問題があったとしても，彼の

任命権者であるロンドン市参事会や宗教界，さらには，一般社会からタ問題

視されるような内容にはできなかったはずだ.となると， Defoeに糾弾され

たLorrainのように， I殺人者を聖人呼ばわりするf(Singleton， 1978， 408-

409) ようなことはないにしろ，建前として，当時の宗教界や支配体制，あ

るいは一般社会が受容可能な内容でなければならなかったはず.つまり，犯

罪者の伝記的事実や告白を多少は面白おかしく書くことはあっても， I犯罪

者は罪を悔い改め，すべてを神に託して，世間を慈しむ気持ちを持って，心
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安らかに死んでいくJという要素と， r盗みや殺人は国家や社会の基盤を揺
るがすものであるので，犯罪者は自らの命を差し出すことで，社会(社会秩

序を乱したこと)に対して償う」という要素は，絶対にはずせないであろう.

しかし犯罪者のような勝手気ままな自由な振舞いにあこがれつつも，彼ら

と閉じ道を選ばなくてよかったと思っている大衆がAccountに望んでいた

ものは，社会秩序に縛られない犯罪者の生活の追体験とそこに繰り広げられ

る人間臭いドラマの方であろう.残念ながら，既に記したように，教諺師の

評判が極めて悪く，詳細な告白を引き出せるような状況で、はなかったのだか

ら，教議師自身によって書かれた8Accountの本編の大半は，宗教色が強く，

教訓的で，大衆の好奇心や想像力を掻き立てるような内容にはなりにくかっ

たであろう。

1720年代からAccountの出版に関わってきた Applebeeは，自分自身が

犯罪者と直接面談して，そこから得た情報を用いて独自の記事を書き，

“Appendix"というかたちで， 1735年頃から掲載し始めた CMichaelHarris， 

18). Accountのさらなる売上増が目的だったのだろう.しかし，

“Appendix"の中味は確かに面白いが，真実性にはかなり問題がありそうだ.

全8頁半からなる“Appendix"の約半分を占めている， Caldcloughとその

一味の犯行記録から，彼の名前がすぐに消えてしまい，いつしか強盗回全体

の犯行記録に変容するので， Caldcloughがそれぞれの強盗事件にどの程度

関与し，どのような役割をはたしたのかは全く不明となり，本人による告白

としては全く不自然と言わざるをえない.また，この部分が唐突に終わって，

Caldcloughによる強盗および殺人未遂事件の詳細な告白が始まるのも変で

ある.このようなことから判断すると，この部分は，別ルートから得た情報

を基にして作られているかタあるいは，担造されたものである可能性が高

し¥

Caldcloughによる強盗および殺人未遂事件の扱いはどうであろうか.確

かに， Caldclough自身による告白という触れ込みで“Appendix"に掲載さ
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れている記事は，教義師が本編で述べているものより，分量的にも多いし，

内容的にもはるかに充実している.“Appendix"に付けられた日付が， 1739 

年6月13日となっており，これは裁判の数日後(裁判の日付は6月7，8， 

9日)に当たるので， Caldcloughが病気でチャペルに行けなくなる前に，

Applebeeが取材を終えていたと考えれば，本物の告白と見なすことができ

る.しかしながら， ApplebeeはSessionsp，α:persの発行者でもあったから，

裁判記録はいつでも見ることができたであろう.となると， Applebeeが本

人の告白なしで，で、っち上げたという可能性も捨てきれない.

“Appendix"の最後に添付されている 3通の手紙も謹造である可能性が極

めで高い.第 1通目は， I何とか流刑にしてもらえるように，有力者に工作

することJ(16) をダラム在住の父に頼んでいる手紙であるが，肝心の有力

者の名前は記されてないし， Caldcloughの裁判を注視していた者なら誰で

も書けるような内容であり，日付もない.第2通目は， I Caldcloughの妻は

一度もニューゲートへ来ないJ(6) と本編で教務師が指摘していることを

受けて，病身の妻Mollyに「自分も病気でこの 2週間チャペルへ行つてな

いので，処刑前日の日曜日に必ず面会に来てくれ.君を見れば元気になると

思うJ(17)と頼んでいる手紙である.妻の名前以外に特に新しい情報はな

く，日付もない. 3番目の手紙は，拘留中の Caldcloughが代筆を頼んだ手

紙で，恋人Nannyに「もし，自分のことを大切に思ってくれるなら，会い

に来てくれ.君の姿を見れば，刑の執行猶予を受けたときと同じくらい心が

晴れるだろうJ(17)などと浮ついたことを言っている.この手紙のみに，

1739年6月 16日という日付が入っている.これら 3通の手紙には，

Caldcloughの父，妻，恋人および囚人仲間2人の名前を除くと，新しい情

報は何も入つてない.おまけに，教諺師 Guthrieが本編で述べているとこ

ろによると， Caldcloughは読み書きができなかったのだ.それゆえ，これ

らの手紙はApplebeeによる担造品，売らんがための勇み足と判断する方が

妥当で、あろう.
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このような Applebeeの営利第一主義に対して，教議師Guthrieは強く反

発している.ロンドン市参事会に対し， r Applebeeは非常に立派に振舞って

いたが，法外な金儲けに目がくらんで，Accountの“Appendix"という名の

愚かな文書を書き始めた.そこには，彼 CApplebee)以外の誰も知りえな

いような信じがたい話や強盗事件の話が満載されている」と怒りの請願を送

りつけた CMichaelHarris， 18). さらに， GuthrieはApplebeeがジャコノt

イト運動に荷担していることを嘆ぎ付けて，彼をAccountの出版担当から

はずすように，重ねてロンドン市参事会に請願した.市参事会はこの請願を

聞き入れなかったので，結局 Guthrieは自力でApplebeeを追い落として，

Thomas ParkerとCharlesCorbett に印刷の仕事を引き継がせた

CMichael Harris， 18-19). 

しかし犯罪者の生の声，本物の言葉こそが，この種の出版物を売れ筋商

品にし，出版社の経営を安定させるための必需品だったから，出版者，三文

文士， トップ屋などが，情報を求めて，連日ニューゲート監獄へ押しかけて

いたのも確かで、あった.また，死刑囚の立場で考えると，自分の告白を教講

師に無料で提供して，教講師を儲けさせるくらいなら，少しでも好条件で，

売りつける方がいいと考えるのも当然だ、ろう.現に，ニューゲートで罪人に

付き添っている牧師や看守などは彼らの恰好のターゲットとなり，収賄で告

発された看守や手に入れた告白をオークションにかけた聖職者もでるほどで

あった.監獄の当局者や教講師が囚人との直接交渉に制限をかけようと動き

出したのも無理からぬところであった.このような過当競争下にあって，

Session PαpersとAccountの発行者として既に名声を確立していた

Applebeeは圧倒的な強みを発揮し， r私こと， Thomas Billingsは，私自身

および、私の行動に関する告白々報告の出版権を，すべて，ジョン・アップル

ビー氏のみに委譲することをここにお知らせいたします.J (Applebee's 

Journal， 7 May 1726) といった独占契約まで取り付けて，新聞広告として

掲載している.同紙には， rThomas Billingsのオリジナル原稿はApplebee
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氏の印刷所に保管されており，署名の際には Billingsの兄弟が立ち会って

いた」ということまで記されている e

要するに，金儲けのため，どんな手段を用いても犯罪者から告白を手に入

れようとする教議師，悔い改めて(悔い改めているように見せて)いるが教

誇師の腹は見破っているので，教語師への告白は必要最小限に止めて，自分

の告白を少しでも高く，有利な条件で売りつけようとする犯罪者，商売に熱

心なあまり Accountの内容の水増しまで平気でやってのける出版者という

三者が存在し，彼らの思惑が複雑に格み合って，その都度作られていったの

が，Accountなのである.準公式な刊行物であったAccountの出版事情で

さえ，このような状況であったのだから，これを有力な情報源としていた

「ニューゲート・カレンダ-Jにどれほどの信題性があるのかという話にな

ると，悲観的にならざるをえない.

註

*本稿は， 2003年5月26日に開催された日本ジョンソン協会第36回大会シンポジウ

ム， r出版文化のダイナミズムを考える 18世紀イギリスの出版者，編集者，読者，
そして作家たちJにおいて， rニューゲート監獄の教議師の出版物」と題して発表
した原稿に，加筆・修正を施したものである

1 第2巻以降の編集者は， G. T. Crookのみである.

2 先述した 1826年という出版年は，The Complete Newgαte Cαlendarの編集者G.

T. Crookの誤りでKnappとBaldwinは， 1809年に，Criminal Chronology; or， 

the neωNewg，αte Cαlend，αrというタイトルの本を，リヴァプールで、出版していた.

Crookが参照したのは，おそらく， 1824年から 26年にかけて，ロンドンで出版さ

れた版であろう.この版の書誌情報に関しては，後述の参考文献一覧を見ていただ

きたい.

3 この章で扱うニューゲート監獄の教議師に関しては， P. Linebaughの"The

Ordinary ofNewgate and His Account"を参考にした.

4 18世紀にニューゲート監獄の教誇師になった人物，および，その在任期間は以下

の通りである.
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John Allen (1700) 

Roger Wykes (1700) 

Paul Lorrain (1700田1719)

Thomas Purney (1719-1727) 

James Guthrie (1725-1746) 

Samuel Rossell (1746) 

John Taylor (1746-1755) 

St巴phenRoe (I755-1764) 

John Moore (1764-1769) 

John Wood (1769-1774) 

John Villette (1774-1800) 

5 University of Kansas所蔵本のコピー.以後，この報告書からの引用は，括弧内

に頁数のみを記す.

6 この号では Caldcloughの他にJosephMorrisやWilliamCarey記事も掲載され

ているが，ここでは便宜上，話題を Caldcloughひとりに集中させておく.

7 Richard SteeleはLorrainに教化善導された囚人を''PaulLorrain's Saints"と

呼んでいた.詳しくは，Tatler， No. 63およびSpectαtorNo.338を参照されたい.

8 Lorrainには著書が多数あったし， Purneyは詩人兼批評家で、あったので自分で

書いていたのは確かであろう .DNBの記事によると， LorrainはTheDying 

Mαn's Assistantをはじめとして，宗教関係の翻訳書や説教集を出版していた.

Purneyに関しては， H. O. White，“Thomas Purney: A Forgotten Poet and Critic 

ofthe Eighteenth Century，" Essα.ysαnd Studies， 67-97 (1929)を参照のこと.
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